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4.2 騒音 

施設の稼働、自動車交通の発生に伴う騒音の影響を把握するために、設備機器の状況、道路

交通の状況、環境の保全のための措置の実施状況の調査を実施した。 

 

4.2.1 施設の稼働に伴う騒音の影響 

1) 調査項目 

(1) 設備機器の状況（種類、台数、配置等） 

(2) 環境の保全のための措置の実施状況 

 

2) 調査地点・地域 

調査地点・地域は、計画地内とした。 

 

3) 調査期間 

調査期間は、供用開始後、適宜とした。 

 

4) 調査方法 

調査方法は、表 4.2-1に示すとおりである。 

 

表 4.2-1 調査方法 

調査項目 調査方法 

設備機器の状況 写真撮影等による現地確認及び関係資料の整理

による方法とした。 環境の保全のための措置の実施状況 

 

5) 調査結果 

(1) 設備機器の状況（種類、台数、規格等） 

事後調査の結果、設備機器の種類等は表 4.2-2に示すとおりである。 

 

表 4.2-2 設備機器の種類等 

施設 設置階 種類 台数  施設 設置階 種類 台数 

本館 

1F 
室外機 18  

本館 

8F 室外機 4 

ガラリ 16  
9F 

室外機 4 

2F 
室外機 8  ガラリ 9 

ガラリ 19  RF 室外機 22 

3F 
室外機 8  

エネルギー 

センター棟 

チラー（追掛） 3 

ガラリ 15  チラー（蓄熱） 2 

4F 
室外機 10  冷却塔 2 

ガラリ 14  

別棟 

1F ガラリ 3 

5F 
室外機 9  2F ガラリ 3 

ガラリ 4  3F ガラリ 4 

6F 室外機 4  RF 室外機 11 

7F 室外機 4      
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(2) 環境の保全のための措置の実施状況 

供用後における環境の保全のための措置の実施状況について、表 4.2-3に示した。 

 

表 4.2-3 供用後における環境の保全のための措置の実施状況 

影 響 
検討の 

視点 

評価書に記載した環境の

保全のための措置 
環境の保全のための措置の実施状況 

騒音の 

発生 

発生源 

対策 

・設備騒音については、

「騒音規制法」及び

「さいたま市生活環境

の保全に関する条例」

に定める規制基準を遵

守するとともに、必要

に応じて防音対策の徹

底等により騒音の低減

に努める。 

・設備騒音については、「騒音規制法」及び「さ

いたま市生活環境の保全に関する条例」に定め

る規制基準を遵守するとともに、防音対策の徹

底等により騒音の低減に努めた。 

・資料 1 は、予測時と事後調査結果の設備機器台

数の比較（図4.2-1(1))。 

・資料 2 は、「騒音規制法」に基づく、指定騒音

施設の種類及び種類ごとの数（指定騒音作業の

種類）変更届出書の提出状況（図4.2-1(2)）。 

・資料 3 は、低騒音型室外機の採用状況（図4.2-1

（2））。 

 

資料 1：予測時と事後調査結果の設備機器台数の比較 

 

設備機器の種類等（左：予測時、右：事後調査結果） 

 

図 4.2-1(1) 供用後における環境の保全のための措置の実施状況写真・資料等  

施設 設置階 種類 台数

1F 室外機 8

室外機 12

ガラリ 7

室外機 8

ガラリ 1

室外機 16

ガラリ 1

5F 室外機 6

6F 室外機 4

7F 室外機 4

8F 室外機 4

室外機 4

ガラリ 5

室外機 13

ガラリ 2

室外機 4

チラー（追掛） 1

チラー（蓄熱） 1

冷却塔 1

エネルギー
センター棟

10F

本館

2F

3F

4F

9F

施設 設置階 種類 台数

室外機 18

ガラリ 16

室外機 8

ガラリ 19

室外機 8

ガラリ 15

室外機 10

ガラリ 14

室外機 9

ガラリ 4

6F 室外機 4

7F 室外機 4

8F 室外機 4

室外機 4

ガラリ 9

RF 室外機 22

チラー（追掛） 3

チラー（蓄熱） 2

冷却塔 2

1F ガラリ 3

2F ガラリ 3

3F ガラリ 4

RF 室外機 11

本館

1F

2F

3F

4F

5F

9F

エネルギー
センター棟

別棟
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資料 2：指定騒音施設の種類及び種類ごとの数（指定騒音作業の種類）変更届出書 

 

 

資料 3：低騒音型室外機の採用状況 

 

 

図 4.2-1(2)  供用後における環境の保全のための措置の実施状況写真・資料等 

 

6) 予測・評価結果と事後調査結果の比較並びにその考察 

設備機器の種類等の予測結果と事後調査結果の比較は図 4.2-1に示すとおりである。設備

機器の台数は予測結果より多くなったが、施設の稼働後、騒音に関する周辺住民等からの苦

情等は寄せられておらず、計画した環境の保全のための措置も実施していることから、施設

の稼働に伴う騒音の影響は、事業者により実行可能な範囲でできる限り低減が図られたと評

価する。  

採用された室外機の機能（一部抜粋） 

低騒音機能が搭載された室外機の採用等から、騒

音の低減に努めている。 

採用された室外機一覧（一部抜粋） 
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4.2.2 自動車交通の発生に伴う騒音の影響 

1) 調査項目 

(1) 道路交通の状況（自動車交通量） 

(2) 環境の保全のための措置の実施状況 

 

2) 調査地点・地域 

道路交通の状況の調査地点は図 4.2-2に示すとおり、6地点とした。 

また、環境の保全のための措置の実施状況の調査地域は、計画地内とした。 

 

3) 調査期間 

道路交通の状況の調査期間は表 4.2-4に示すとおり、令和 6年 10月 21日（月）12：00か

ら 10 月 22日（火）12：00とした。 

 

表 4.2-4 調査期間 

調査項目 調査期間 

道路交通の状況 令和 6年 10 月 21日（月）12：00～10月 22日（火）12：00 

環境の保全のための措置の実施状況 供用開始後、適宜実施した。 

 

4) 調査方法 

調査方法は、表 4.2-5に示すとおりである。 
 

表 4.2-5 調査方法 

調査項目 調査方法 

道路交通の状況 
ハンドカウンターを用いて走行台数を方向別、

時間帯別及び車種別に記録する方法とした。 

環境の保全のための措置の実施状況 
写真撮影等による現地確認及び関係資料の整理

による方法とした。 
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St.3 

St.4 

St.1 

St.2 

K6 
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K4 

K2 
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K3 

図 4.2-2 道路交通の状況の 

調査及び予測地点 
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5) 調査結果 

(1) 道路交通の状況（自動車交通量） 

交通量の調査結果は表 4.2-6に示すとおりである。 

交通量は評価書において、図 4.2-2に示す 4地点で予測されている。事後調査において

は、調査地点 K1～K6の交通量から St.1～St.4における交通量を推計した（推計方法につい

ては巻末資料を参照）。 

予測地点における交通量は、大型車は 585～1,421 台/日であり、小型車は 2,997～9,581

台/日であった。 

交通量は表 4.2-7に示す予測条件（供用後の将来交通量）に比べ、St.1では事後調査結果

が上回っていたが、St.3では同程度、St.2及び St.4 では下回っていた。 

 

表 4.2-6 交通量の調査結果（事後調査） 

予測地点 
車種別交通量※ 

大型車 小型車 合計 

St.1 585 7,164 7,748 

St.2 1,421 9,581 11,002 

St.3 775 7,578 8,353 

St.4 873 2,997 3,870 

※最寄りの調査地点から予測地点の交通量を推計した。St.1については K2及び K4 の平均

を、St.2 については K6を、St.3については K3を、St.4については K1を採用した。推

計方法の詳細は巻末資料に記載した。 

 

表 4.2-7 供用後の将来交通量（評価書） 

予測地点 
車種別交通量 

大型車 小型車 合計 

St.1 469 5,142 5,611 

St.2 1,486 11,050 12,536 

St.3 751 7,191 7,942 

St.4 1,095 3,945 5,040 
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(2) 環境の保全のための措置の実施状況 

供用後における環境の保全のための措置の実施状況について、表 4.2-8に示した。 

 

表 4.2-8 供用後における環境の保全のための措置の実施状況 

影 響 
検討の 

視点 

評価書に記載した環境の

保全のための措置 
環境の保全のための措置の実施状況 

騒音の発

生 

発生源 

対策 

・駐車場を利用する車両

については、アイドリ

ングストップの励行を

徹底する。 

・駐車場内にアイドリングストップの看板を設

置し、駐車場を利用する車両に対して励行を

徹底している（図4.2-3）。 

・写真 1～2 は、駐車場内に設置されているアイ

ドリングストップ等の看板の設置状況。 

・病院が管理する関連車

両の不必要な空ぶかし

は行わない。 

 

・指導により、関連車両の不要な空ぶかしは行

わないように徹底を図っている（図4.2-3）。 

・写真 3 は、病院が管理する関連車両に対する

空ぶかし等の指導状況。 

・病院が管理する関連車

両の整備、点検を徹底

する。 

・点検表を用いて、車両の整備・点検の徹底を

図っている（図4.2-3)。 

・資料 1 は車両の日常点検表。 

・駐車場を利用する車両

に対し、アイドリング

ストップの周知を徹底

する。 

・駐車場内にアイドリングストップの看板を設

置し、駐車場を利用する車両に対して周知し

ている（図4.2-3）。 

・写真 1～2 は、駐車場内に設置されているアイ

ドリングストップ等の看板の設置状況。   
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写真 1:アイドリングストップ等の周知状況 

 

写真 2：アイドリングストップ等の周知状況 

写真 3：空ぶかし等の指導状況 

 

 

資料 1：車両の日常点検表 

 

図 4.2-3 供用後における環境の保全のための措置の実施状況写真・資料等  



4-23 

6) 環境の保全のための措置と事後調査結果の比較及びその考察 

自動車交通量の予測結果及び事後調査結果の比較は、表 4.2-9及び図 4.2-4 に示すとおり

である。予測結果に比べ、St.1 を除き同程度または下回っていた。 

St.1 において自動車交通量が予測条件を上回ったのは、予測時点において確認できなかっ

た市道 L-1297号線が開通し（図 4.2-4参照）、新たに供用を開始したことによる交通量増

加が、主な要因であると考えられる。 

さらに、St.4は病院駐車場に続く病院施設内の道路であり病院関係車両のみが通る道路と

なっていること、そしてこの St.4においては、事後調査結果が予測条件を下回っているこ

となどを考慮すると、St.1 の交通量増加は、本事業による影響ではないものと推定される。 

これらのことから、自動車交通の発生に伴う騒音の影響は、評価書において予測された結

果の範囲内であるものと推定される。 

また、計画した環境の保全のための措置はすべて実施していることから、自動車交通の発

生に伴う騒音の影響は、事業者により実行可能な範囲でできる限り低減が図られたと評価す

る。 

 

表 4.2-9 自動車交通量の予測結果及び事後調査結果の比較 

予測地点 
自動車交通量 

予測結果 事後調査結果 

St.1 5,611 7,748 

St.2 12,536 11,002 

St.3 7,942 8,353 

St.4 5,040 3,870 

※予測結果に比べ事後調査結果の交通量が多い場合は網掛け、同程度または少ない場合は網掛けで示す。 
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図 4.2-4 自動車交通量の予測結果及び

事後調査結果の比較 
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